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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-487-7710  FAX：042-489-6215　石川方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫
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会場に入れなかった2000人以上がオーロラビジョンで話に聴き入りました














第54号





5月１４日


２００９年
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調布から参加しパレード出発点でおち合ったみなさん











E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html











集会の後に銀座パレードに参加。都内各地の九条の会、赤・紫・色とりどりののぼりに混じって浅緑の調布「憲法ひろば」ののぼり。五月の明るい日ざしでひと際ひきたちました。二キロたらずの行進でしたが、沿道から拍手もあり、気持ちも盛り上がりました。行進は市民団体、個人、労働組合の順でしたが、学生団体がなかったのはちょっと淋しかった。私には六〇年の意識がまだ残っているのですかね。


集会のスピーチで「怒髪」の落合恵子さんが、「自己責任」という言葉を挙げ、ただでさえ薄い社会保障から排除された犠牲者を「自己責任」にすり替えたまやかしを、ご自身の体験から鋭くつかれました。たしか小泉の時代から、この言葉が本来の意味でなく、国の方針に従わない人々をなじる言葉として使われ始めているように思います。そのうち「非国民」という言い方に入れ替わりそうです。


集会とパレードは、新しい年次の、憲法を守り活かす活動のきっかけです。とりあえず、衆議院選挙をどうする、自民党憲法審議会の策動をどうする、それに最低投票率もない底抜けの国民投票法の施行までもう一年もありません。一年はあっという間ですよね。どう立ち向かうのか、今年は忙しくなりそうです。老骨ではありますが、これならできるという活動に加わることができれば幸いだと思っています。








　５月３日午後、日比谷公会堂で開いた「２００９年５･３憲法集会」は、会場内外の4200人の熱気に溢れました。調布からの参加者は23人までカウントしました。お２人からの感想を紹介します。
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　十一時半の整理券配布まで一時間待ち受け取った番号は三五〇番。一階ステージ正面の席にはつけませんでした。


　作家の落合恵子さんは自分の介護体験、介護に携わる人びとの声、亡くなった元海兵隊員や栄養士の言葉に触れつつ、「自己責任」の名で責任放棄している政治に「怒りを表明し異議申し立てよう」と訴えました。


　ノーベル物理学賞受賞の益川敏英京都産業大学教授は「交戦権を求めて九条改憲の動きが強いが、日本人の九条への思いは軽くない。改憲派は必ず火傷する」と予言しました（上写真）。


　「レラの会」がアイヌ民族の音楽と踊りを披露した後に、社民党の福島瑞穂党首は映画『おくりびと』に因み「戦争の終結で生き残った特攻隊員だった父親」を見送ったことを語り、戦争は絶対してはならないと訴えました。共産党の志位和夫委員長は「オバマ大統領が核兵器廃絶を国家目標にした」と評価し、核大国アメリカと違って被爆の経験をもとに九条を生み出した日本で「九条を守る国民の多数をつくろう」と訴えました。


　「自己責任」で思い出すのがイラクで拘束された非武装・人道支援の民間ボランティアに対する小泉元総理の発言への怒りです。私はもの心ついた頃から、従軍看護師として中国に派遣された母親の現地での悲惨な体験を聞いて育ちました。戦争で政治問題の解決は絶対出来ない。武力で人道支援など決して出来ない。今必要なのは「アフガニスタン、ソマリアへの武力でなく人道支援」であると、改めて誓ったことでした。














